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輸入材との比較
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ハードメイプル基準 マホガニー基準

ローズウッド基準ウォルナット基準

ーシラカバ
ーダケカンバ
ーセンダン
ーイタヤカエデ

(⾳の⾼さ, ⽴ち上がり)

(⾼次周波の低下)

(放出⾳の⼤きさ)

(縦振動の減衰)

(振動のしにくさ)
(たわみ振動の減衰)
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まとめ・総評
国産広葉樹材を輸⼊材と⽐較し特徴づけを⾏った
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• シラカバとダケカンバはハードメイプルに似ていた
• センダンはマホガニーとウォルナットに近く鳴りが強い
• イタヤカエデは⽐較的ローズウッドに近いが鈍い印象
• 減衰はどの振動モードにおいても輸⼊材の⽅が優れていた

シラカバ ダケカンバ センダン イタヤカエデ
ベース ハードメイプル ハードメイプル マホガニー ローズウッド
反応 〇 ー 〇 ー

レベル減少 × × 〇 〇
振動しやすさ ー ー 〇 〇
放出⾳の⼤きさ 〇 × 〇 ×

tanδb1 × × × ×
tanδb3 × ー 〇 ×
tanδb5 ー ー ー ×
tanδL × × × ×



エレキギター試作
• ボディ︓シラカバ
• ネック︓ダケカンバ
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